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（訂正）「2025 年６月期  決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 

2025 年８月 13 日に公表いたしました「2025 年６月期  決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容

に一部誤りがありましたので、下記の通り訂正いたします。なお、数値データについては、訂正はあ

りません。 

 
記 

 

１． 訂正の理由 

「2025 年６月期  決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後に、記載の一部に誤りがあることが判

明しましたので、これを訂正いたします。 

 

２． 訂正の内容 

訂正箇所には下線を付して表示しております。 

  



【訂正前】 

 

１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度（2024年 7月 1日から 2025年 6 月 30 日まで）における我が国経済は、雇用や所得環境の改善によ

る個人消費の持ち直しを背景に、緩やかな回復基調が続きました。一方で、地政学的リスクの高まりや米国の通商政

策に対する懸念、国内における物価上昇の継続などにより、景気の先行きに対しては慎重な見方が強まる状況となり

ました。 

 ホテル業界におきましては、2025年７月 31日に観光庁が公表している最新の宿泊旅行統計調査（2025年５月第２

次速報、2025 年６月第１次速報）によりますと、2025 年５月の延べ宿泊者数は 5,564 万人泊（前年同月比＋2.3％、

2019年同月比＋8.2％）、６月は 4,921万人泊（前年同月比△2.8％、2019年同月比＋7.4％）となりました。日本人宿

泊者数には緩やかな減少傾向が見られるものの、2025 年７月 16 日に日本政府観光局が公表している最新の訪日外客

統計（2025年６月推計値）によれば、2025年の訪日外客数は過去最速の６か月で累計 2,000万人を突破したと報じら

れており、インバウンド需要の高まりによる好況は今後も継続すると見込まれます。 

 このような事業環境のもと、当社運営ホテルにおいては、客室稼働率を維持しつつ客室単価の向上を図る方針に基

づき、各店舗を展開する地域の需要に応じたレベニューマネジメントの強化に取り組みました。客室単価の向上につ

ながるレジャー及びインバウンドの需要を確実に獲得したことで、客室稼働率は、概ね前年並みの 80％前後で推移し、

客室単価はすべての月において前年同月を上回る結果となりました。 

 当社グループにおいて宿泊特化型ホテルを中心に全国で展開している「チョイスブランド」では、2024年７月８日

のコンフォートイン塩尻北インターを皮切りに、2024年 10月４日のコンフォートイン千葉浜野 R16まで、計 22 店舗

を開業し、運営室数が大きく増加しました。また、レジャー需要の獲得に向けて、2025 年１月 30 日にコンフォート

ホテル ERA伊勢（三重県伊勢市）、及び 2025年２月６日にコンフォートホテル ERA 東京東神田（東京都千代田区）の

２店舗をリブランドしました。加えて、2025 年５月 29 日に和歌山県内２店舗目の出店となるコンフォートホテル紀

伊田辺（和歌山県田辺市）を新築で開業しました。 

 上記の出店戦略に加え、販売施策としては、需要に応じたレベニューマネジメントの強化や、レジャーやインバウ

ンドによる需要の獲得に向けた取り組みとして、レジャー向けブランドであるコンフォートホテル ERA 及び Ascend 

Hotel Collection™の認知度向上施策等の販促活動の強化を進めました。その結果、客室稼働率は前年同期比 0.4 ポ

イント減の 80.0％と下回ったものの、客室単価は前年同期比 6.4％増の 10,398円となりました。また、既存店舗にお

ける客室単価向上による増収に加え、新規店舗の増加による収益の純増により、売上高は前年同期比 25.1％増の

43,146百万円、営業利益は前年同期比 26.1％増の 8,123 百万円となりました。 

 三重県・東海地方を中心に地域特性に合わせて宴会場等を併設したシティホテルや宿泊特化型ホテルを展開してい

る「オリジナルブランド」及び「その他事業」においては、その地域やホテルの特性を活かした販売施策や企画に取

り組みました。売上向上に向けた施策としては、外食店舗、集会店舗の販売経路拡大に加え、各店舗の地域特性や顧

客動向に応じたレベニューマネジメントを推進し、客室単価の向上を図りました。その結果、客室稼働率は前年同期

比 0.9ポイント増の 73.9％、客室単価は前年同期比 7.9％増の 7,250 円となりました。2024年６月期より当第１四半

期までの期間に３店舗を閉店した影響はありましたが、既存店舗の客室単価の向上により売上高が向上し、売上高は

前年同期比 0.5％増の 6,499 百万円、営業利益は前年同期比 5.5％増の 688百万円となりました。 

 なお、当社グループ全体の客室稼働率は前年比 0.1 ポイント減の 79.1％、客室単価は前年比 7.7％増の 9,935 円、

ホテル軒数は 118店舗、客室数はチョイスブランド 14,127室、オリジナルブランド 2,565室の合計 16,692室となっ

ております。 

 この結果、当連結会計年度の業績は、売上高 49,645 百万円（前期比 21.2％増）、営業利益 6,306 百万円（前期比

25.6％増）、経常利益 5,843 百万円（前期比 21.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は 5,260 百万円（前期比

7.6％増）となりました。 

（注）文中記載の客室稼働率ならびに客室単価は、当連結会計年度における数値となります。月別の数値に関しまし

ては当社ホームページに掲載しております。 

      株式会社グリーンズ https://www.kk-greens.jp/ 

  

https://www.kk-greens.jp/


【訂正後】 

 

１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度（2024年 7月 1日から 2025年 6 月 30 日まで）における我が国経済は、雇用や所得環境の改善によ

る個人消費の持ち直しを背景に、緩やかな回復基調が続きました。一方で、地政学的リスクの高まりや米国の通商政

策に対する懸念、国内における物価上昇の継続などにより、景気の先行きに対しては慎重な見方が強まる状況となり

ました。 

 ホテル業界におきましては、2025年７月 31日に観光庁が公表している最新の宿泊旅行統計調査（2025年５月第２

次速報、2025 年６月第１次速報）によりますと、2025 年５月の延べ宿泊者数は 5,564 万人泊（前年同月比＋2.3％、

2019年同月比＋8.2％）、６月は 4,921万人泊（前年同月比△2.8％、2019年同月比＋7.4％）となりました。日本人宿

泊者数には緩やかな減少傾向が見られるものの、2025 年７月 16 日に日本政府観光局が公表している最新の訪日外客

統計（2025年６月推計値）によれば、2025年の訪日外客数は過去最速の６か月で累計 2,000万人を突破したと報じら

れており、インバウンド需要の高まりによる好況は今後も継続すると見込まれます。 

 このような事業環境のもと、当社運営ホテルにおいては、客室稼働率を維持しつつ客室単価の向上を図る方針に基

づき、各店舗を展開する地域の需要に応じたレベニューマネジメントの強化に取り組みました。客室単価の向上につ

ながるレジャー及びインバウンドの需要を確実に獲得したことで、客室稼働率は、概ね前年並みの 80％前後で推移し、

客室単価はすべての月において前年同月を上回る結果となりました。 

 当社グループにおいて宿泊特化型ホテルを中心に全国で展開している「チョイスブランド」では、2024年７月８日

のコンフォートイン塩尻北インターを皮切りに、2024年 10月４日のコンフォートイン千葉浜野 R16まで、計 22 店舗

を開業し、運営室数が大きく増加しました。また、レジャー需要の獲得に向けて、2025 年１月 30 日にコンフォート

ホテル ERA伊勢（三重県伊勢市）、及び 2025年２月６日にコンフォートホテル ERA 東京東神田（東京都千代田区）の

２店舗をリブランドしました。加えて、2025 年５月 29 日に和歌山県内２店舗目の出店となるコンフォートホテル紀

伊田辺（和歌山県田辺市）を新築で開業しました。 

 上記の出店戦略に加え、販売施策としては、需要に応じたレベニューマネジメントの強化や、レジャーやインバウ

ンドによる需要の獲得に向けた取り組みとして、レジャー向けブランドであるコンフォートホテル ERA 及び Ascend 

Hotel Collection™の認知度向上施策等の販促活動の強化を進めました。その結果、客室稼働率は前年同期比 0.3 ポ

イント減の 80.0％と下回ったものの、客室単価は前年同期比 6.4％増の 10,398円となりました。また、既存店舗にお

ける客室単価向上による増収に加え、新規店舗の増加による収益の純増により、売上高は前年同期比 25.1％増の

43,146百万円、営業利益は前年同期比 26.1％増の 8,123 百万円となりました。 

 三重県・東海地方を中心に地域特性に合わせて宴会場等を併設したシティホテルや宿泊特化型ホテルを展開してい

る「オリジナルブランド」及び「その他事業」においては、その地域やホテルの特性を活かした販売施策や企画に取

り組みました。売上向上に向けた施策としては、外食店舗、集会店舗の販売経路拡大に加え、各店舗の地域特性や顧

客動向に応じたレベニューマネジメントを推進し、客室単価の向上を図りました。その結果、客室稼働率は前年同期

比 0.7ポイント増の 73.9％、客室単価は前年同期比 7.9％増の 7,250 円となりました。2024年６月期より当第１四半

期までの期間に３店舗を閉店した影響はありましたが、既存店舗の客室単価の向上により売上高が向上し、売上高は

前年同期比 0.5％増の 6,499 百万円、営業利益は前年同期比 5.5％増の 688百万円となりました。 

 なお、当社グループ全体の客室稼働率は前年比 0.1 ポイント増の 79.1％、客室単価は前年比 7.6％増の 9,935 円、

ホテル軒数は 118店舗、客室数はチョイスブランド 14,127室、オリジナルブランド 2,565室の合計 16,692室となっ

ております。 

 この結果、当連結会計年度の業績は、売上高 49,645 百万円（前期比 21.2％増）、営業利益 6,306 百万円（前期比

25.6％増）、経常利益 5,843 百万円（前期比 21.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は 5,260 百万円（前期比

7.6％増）となりました。 

（注）文中記載の客室稼働率ならびに客室単価は、当連結会計年度における数値となります。月別の数値に関しまし

ては当社ホームページに掲載しております。 

      株式会社グリーンズ https://www.kk-greens.jp/ 

 

以 上 

https://www.kk-greens.jp/

